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GRCエッジボードベース
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形状・寸法

基本形状図

形状・寸法

基本形状図

施工手順

みぞピタ〈防草シール材〉エッジボード〈GRC製仕切り板〉

1.コンクリート構造物とアスファルト舗装の隙間から生える雑草
を防止するゴム製のシール材です。

2.コンクリート構造物とアスファルト舗装の間にカッターをいれ
るため、隙間の中の雑草まで取り除くことができます。

3.特殊なくさび状の断面形状で溝から抜けにくくなっています。

4.新設時に使用できるタイプ（Bタイプ）もございます。
　（マウンドアップ、セミフラットに対応）

●特長

1.従来のプラスチック製品と違って、直線部が美しく仕上がります。

2.薄板なので、１ｍＲのカーブも対応可能。美しいエッジラインを演出します。

3.主材がGRC製で熱に強く、アスファルト施工にも対応できます。

4.敷地の有効利用が可能で段差ができないバリアフリー対応です。　　　

●特長

Aタイプ Bタイプ

■断面図

１.約１cmの溝ができるようにカッターを入れ
ます。

４.溝の中に製品下部を押し込んでいきます。５.最後の部分は、ハサミ等で切って調整して
ください。

２.2～3ｍ間隔で、みぞに接着剤を注入します。

３.製品１ロールは10ｍ（Bタイプは3m）です。

■断面図

天端幅が６㎜なのでスッキリとした景観を創
出できます。

ブロック系舗装の、不陸の原因の一つである
敷き砂の流出防止が期待できます。

基本的に歩行者系道路あれば、インターロッ
キングの見切り材として使用できます（路盤
構成に応じたサイズを使用します）

園路等の見切り材として
インター
ロッキング舗装の見切り材として

舗装材の
敷き砂流失防止として

　エッジボードは、芝生やグランドカバーと砂地や植込みとの間に、綺麗な境界線
をつくる新しい見切り材です。従来使われていた波板や杉板などの見切り材に比

べて、様々な点で優れ、これからの公園づくりや街の景観整備にすばらしい効果を
発揮します。

■標準施工図

■形状・寸法

H=100,150,180（標準サイズ）

園路や遊歩道に最適 敷砂の流出は不陸の
原因になります

縁石よりもすっきりした
仕上がりになります

マウンドアップに対応 セミフラットに対応

※標準寸法以外のサイズも特
注で対応いたします。詳細
は営業担当にご相談下さい。
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